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アゲ ハ と ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 種 聞 雑 種 
阿 。 江 茂 ? 


An interspecific hybrid between Papilio zuthus and P. maackii 
By SucEru A. Ag2 


1962 年 に アゲ ハ へ (Papilio zuthus Linns) と ミヤ マカ ラス アゲ (P. maackii MENETRIEs) の 種 間 雑種 1 頭 を 

5 令 幼 虫 ま で 育て る こと が 出来 た の で 報告 する . な お 筆者 は とこ ゝ に 報告 する 交配 以前 に アゲ ハ き と ミ ヤマ カラ ス 
アゲ へ ハ 8 の 間 の 3 対 の 交配 を 行い いずれ の 交配 か ら も 卵 を 得 た . 受精 卵 は 2 % より の 40 卵 中 に の み 計 7 卵 ふ く 
まれ て 居 て , その 全部 が ふ化 し た が , うち 2 幼虫 が 2 令 に 達し た の み で あっ た ( 阿 江 , 1962). 


材料 と 交配 

8 月 に 南山 大 学 の 近く の 筆者 宅 の キハ ダ (Phellodendron gyzz の 6256 Rurr.) に つい て いた 幼虫 を その ま ぃ 袋 
が け を し て 循 た 端 より 9 月初 に 羽化 し た ケア ゲハ (メー232) を 2, 3 日 電気 冷蔵 庫 に 三角 紙 に 包ん で 保管 し て 
後 9 月 7 日 の 夕方 に , 同日 岐阜 県 本 業 郡 根尾 村 水 鳥谷 で 採集 し た ミヤ マカ ラス アゲ へ 8 (K-29) と “hand- 
pairing” 法 で 交配 し た . 変 尾 時 間 は 1 時間 以上 で あっ た . 











飼育 と その 結果 

上 記 の X-232 は 9 月 9 日 より 2, 3 日 中 に 人工 光 源 の も と で ナツ ミカ ヵ ン の 実生 に 17 卵 を 産ん だ が , うち 1 卵 
の み 卵 の 表面 に 褐色 の も よう が あら われ て 発生 の 開始 を 確認 し 得 た . と の 卵 は 9 月 13 日 に ぉ ふ化 し た . 幼虫 の 第 1 
回 の 脱 度 人 は 確 誰 し 得 な か っ た が , 続く 3 回 の 脱皮 を 確認 し 得 た の で , その 各 令 の 長 さと 最後 の 脱皮 後に 典 形 的 な 
Papitio の 終 令 即ち 5 令 幼 虫 の 色彩 を 呈 し た こと か ら 考 える と , 脱皮 は 4 回 で 第 1 回 の 脱皮 は 9 月 15 日 頃 で あっ 
た と 思わ れる . 第 2 回 は 9 月 17 日 , 第 3 回 は 9 月 20 日 , 第 4 回 は 9 月 26 日 で あっ た . 飼育 は 筆者 の 自宅 で アプ ラス 
チッ ク の 小形 容器 (1 辺 10cm 位 ) を 用 いて 行っ た . 発育 速度 の 正確 な 比較 は , 雑種 の 飼育 と 同時 に アゲ ハ も ミ 
Y マ カラ ス ア ゲハ も 飼育 し な か っ た の で 不可 能 で あっ た が , 終 令 に 達する まで に いち じ る し い お く れ が 見 られ な 
か っ た こと は , 上 記 の 各 令 の 期間 か ら 見 て 明らか で ある . 終 令 に 達し た 後 も 摂 食 を 続け て か な り の 成長 が 見 られ , 
最後 に は 老 熟 し た も の と 考え られ る が , 摂 食 速度 は だ ん だ ん お そく な っ て , 10 月 の 中 頃 に は 殆 ん ど 静 止 状態 と な 
っ て し まっ た . し か し 病気 の 兆 も 前 交 化 の 兆 も 全く 見 られ な か っ た . 11 月 の 始 に 屋外 の キハ ダ の 枝 に つけ て 袋 を 
か ぶせ た が, や は り 変 化 が 見 られ な か っ た . 11 月 15 日 頃 か らち ちぢみ は じ め て 11 月 の 終 頃 に 黒く な っ て 死亡 し た . 
この よう な 死に 方 か ら 考 える と , 病死 で は な く 前 幅 化 する 能力 を か いて いた た め に 2 ヶ月 に 及 ん だ 5 仙 期 中 に 徐 
々 に 体力 を 消 粧 し て 死亡 し た も の と 思わ れる . 

各 令 に お ける 雑種 幼虫 の 特徴 は 次 の 如く で ある . 

1 令 幼 昌 : アゲ ハ で は 地 色 は 黒色 で 腹部 の 中 央 に 白色 の 斑紋 が うす く あ ら わ れ て いて , 胸部 が 腹部 に 比較 し て 
太く な い が , 雑種 幼虫 の 地 色 は アゲ ハ と 同様 で も っ た が (ミヤ マカ ラス アゲ ハ は うす い ), 白色 の 斑紋 は アゲ ハ 
より 鮮明 で 腹部 の 後 端 部 の 色 は うす か っ た . これ ら は ミヤ マカ ラス アゲ へ の 側 の 性 質 が 出 て いる も の と 思わ れ 
る . 叉 胸部 は 腹部 に 比 し て を くれ て 居り , その 形 は 明らか に ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ の 特徴 を 示し て いた . 

2 令 幼 虫 : 1 令 幼 虫 と 大 差 な い が , 腹部 の 最終 体 節 の 1 対 の 突起 は は っ きり あら われ , ミヤ マカ ラス テア ゲハ へ の 
方 の 特徴 を 示し た . 

3 令 幼 虫 : 胸部 の ふく れ は や は り い ちち る し く ミ ヤマ カラ スプ ゲハ ム 形 で あり , 胸部 の 先端 及び 腹部 の 後 端 の 各 
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第 1 図 アゲ ハメ ミヤ マカ ラス アゲ へ 5 倒 幼 虫 背面 第 3 図 ミキ マカ ラス アテ ゲベ 5 令 幼 虫 
第 2 図 アゲ ハメ x ミヤ マカ ラス アテ アゲハ 5 令 幼 虫 側面 第 4 図 アゲ ハ 5 令 幼 虫 


1 対 の 突起 も 顕著 で あっ た が , これ ら は ミヤ マカ ラス アゲ ハ よ りや ゝ 小さ いよ う で あっ た ・ 





地 色 は 淡 袖 色 で , ア 


ゲハ の 時 人 色 と は 明らか に 異な り , 褐色 より 黒色 に わた っ て 変異 が 見 られ る ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ の 方 の 特徴 を が し 
て いる よう で あっ た . 腹 部 中 央 の 白い 斑紋 は 顕著 で あり ミヤ マカ ラス テア ゲハ で は 3 令 で は も うこ の 斑紋 は 殆 ん と 


消失 し て いる の で , これ は アゲ ハム 形 の 特徴 で ある . 


4 令 幼 虫 : 外形 は 3 欠 と 同じ く 胸 部 の ふく れ た ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ 形 で あっ た が , ミヤ マカ ラス アゲ ハ の よ う 
に 胸部 より 腹部 の 後に 向っ て 内 則 に 弧 を えがい て 細く な ら ず , 全体 的 に 太く , これ は アゲ へ の 4 令 幼虫 の 典 形 的 
な 鳥 ふ ん 状 の 幼虫 の 特徴 を 示し て いる も の と 思わ れる . 腹部 後 端 の 突起 は ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ 程 串 著 で は な か っ 











た . 地 色 は 縁 が か っ た 褐色 で , 黒色 の アゲ ハ と 複 色 が か っ た 緑色 の ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 大 体 中 間 で あっ た ・. 』 





部 中 央 の 白色 斑紋 は か な り 顕 著 で , これ は 明らか に アゲ ハ の 特徴 で あっ た ・ 


5 令 幼 虫 : 外形 は 胸部 が ふく れ た ミヤ マカ ラス アゲ へ (第 3 図 ) と 全く 同形 で あっ た 
端 の 突起 も 大 体 ミ ヤマ マ カラス ア ゲハ と 同様 で あっ た . 地 色 は 淡 褐 色 で ミヤ マカ ラス アゲ ハ と 等 し く , 緑色 の アゲ 
こよ く 似 て いた が 細か い 


へ (第 4 図 ) より 明らか に うす か っ た . 模様 も 全体 と し て ミヤ マカ ラス アゲ ハ に 非常 ( 


(第 1, 2 図 ) 腹部 後 


に oN 





占 で は アゲ ハ の 特徴 も 見 られ た . ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 胸部 第 3 節 と 腹部 各 節 に 各個 存在 する 小形 の 円 紋 は , 


アゲ ハ へ で は 普通 その うち いく つか が 消失 し て いる が か が, 雑種 幼虫 で は 全部 みとめ られ た ・ 


紋 の 人 色 は アゲ ハ で は 構 々 


色 。 ミヤ マカ ラス アゲ ハ で は 空色 で ある が , 雑種 は 棒 々 色 で あっ た ・. 胸部 の 1 対 の 眼 状 紋 は 両 種 大 体 同 様 で ある 
が ,。 ア ゲハ で は 有 眼 状 紋 の 間 (背面 ) に 1 烈 の 二 重 の 波状 模様 が 見 られ る が , ミヤ マカ ラス アゲ ハ で は 3 列 程度 の 
RA RN I Gt 
ャ マカ ラス アゲ ハ と 同様 で あっ た . 腹部 の 斜 帯 は アゲ へ ハ で は 第 3 第 4 節 に わた っ て 1 帯 。 第 5 節 に 1 常 が 明瞭 に 








背面 まで すま わっ て あら われ る . ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ で は 同一 起源 と 思わ れる 斜 [ 帯 は 第 3 


4 。 


5 節 の 他 第 6, 7 


節 に も 存在 する が , いづ れ も 不 明瞭 で , 背面 中 央 で は 大 体 消失 し て いる ・ 雑種 で は これ ら の 対 常 も ミヤ マカ ラス 
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アゲ へ ハ へ 形 で あっ た が , 所 る で きれ て 一 層 明 瞭 さ を か いて いた . アゲ ハ で は 基線 の 近傍 に 各 節 1 対 の 顕著 な 白 紋 が 
存在 する が , ミヤ マカ ラス アゲ ハ で は 基線 その も の が 巾 広 い 白 帯 と な っ て 居り , 雑種 は ミヤ マカ ラス アゲ ハム 形 で 
あっ た . 


考 察 

上 記 の よう に 雑種 は 4 令 幼 虫 ま で は 大 体 両 親 の 中 間 で ある が , 5 令 幼 虫 で は ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 特徴 の 方 が 
大 部 分 優性 に あら われ る . キア ゲハ 閣 と アゲ ハ の 聞 の 雑種 (Ag, 1960: 阿 江 , 1962) と キア ゲハ と ミヤ マカ ラス 
ケア ゲハ の 雑種 (As, 1962) で は 共に キア ゲハ の ゼブラ 形 の 終 令 幼虫 の 方 が 優性 で ある こと が これ まで に 確認 出来 
て いる か ら , 三 つ の 型 の 間 の 優劣 関係 は 。 キア ゲハ ミヤ マカ ラス アゲ ハア ゲハ と な る . アゲ ハ の 終 令 幼虫 は 
クロ アゲ へ 等 と 同じ Orange Dog 形 で ある が , これ が クロ アゲ へ 等 と 同一 起源 の も の で ある か どう か に つい て 
は 今後 の 研究 に 待た ね ば な ら な い . 筆者 の 交配 実験 の み に よ る 結果 で は アゲ ハ と クセ ロア ゲハ 。 オナ ガ ア ゲハ ,。 ナ 
ガサ キア ゲハ へ 等 の 間 の 変 配 で は 幼虫 が 産卵 数 に 対し て 少数 し か ぉ ふ化 せ ず , アゲ ハ と オナ ガ ア ゲハ の 交配 で 3 令 幼 
虫 を 得 た の が これ まで に 得 た 最も 発育 が 進ん だ 場合 で 。 アゲ ハ と クロ アゲ へ 等 の 間 は あま り 近 縁 で な いよ う で あ 
る (岡江 , 1962). な お この 報告 で 雑種 と 比較 し た アゲ へ と ミヤ マカ ラス アゲ へ の 特徴 は 種々 の 点 で 変異 の 巾 が 
大 で ある た め , 筆者 自身 が 雑種 と ほ ゞ 同一 環境 で 育て た 両 種 の 特徴 を 日 本 幼虫 図鑑 と 原色 日 本 蝶 類 幼虫 大 図鑑 を 
参考 に し て 調べ た も の に よっ た . 

叉 先 に 記し た よう に この 雑種 幼 中 は 遇 化 不能 の た め 死 亡 し た と 推定 され , これ まで の 種々 の 種 聞 交 配 の 結果 か 
ら 才 える と 。 ア ゲハ と ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 間 の 種 間 雑種 の 蝶 又 は 成虫 を 得る こと は か な り 困 難 で ある と 思わ れ 
る の で 一 応 こ れ ま で の 結果 を まとめ た が , 交配 は 更に 大 規模 に 続け る 予定 で ある . 


要 約 

アゲ ハ \ と ミヤ マカ ラス アゲ ハ $ の 間 の 1 対 の 交配 (1962 年 9 月 7 日 ) より 17 卵 を 得 , うち 1 卵 が ぉ ふ化 し て , 
普通 の 発育 速度 で 5 令 期 に 達し た . 5 令 の 途中 より 摂 食 速度 が お ち て 最後 に は 静止 状態 に な っ た が , 前 遇 化 の 光 
は 見 られ ず 9 月 終 か ら 11 月 の 終 頃 まで 5 倒 で 過 し て その ま ょ 死亡 し た . 恐らく この 幼虫 は 前 過 化 の 能力 を か いて 
いた ゃ もの と 思わ れる . 

雑種 幼虫 は 1 令 よ り 4 令 ま で は 種々 の 点 で 両親 の 一 方 又は 中 間 の 特徴 を あら わし 全体 と し て は 両親 の 中 間 で あ 
っ た か, 5 令 幼 虫 は 大 部 分 の 点 で ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 特徴 を あら わし て いた . 即ち 細い 少数 の 点 を 徐 け ば , ミ 
ヤマ カラ ス ア ゲハ の 5 令 幼 虫 と 形態 ・ 色 彩 は アゲ へ ハ の それ ら に 比 し て 優性 で ある . 
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Summary 


Seventeen eggs Were obtained from a Papilio zuthus female, which was hand-paired with 
P. maackii male on September 7,1962. One of these eggs started to develop and hatched. This 
larva grew by a usual developmental rate and reached its 5th instar stage on September 26. 
The larva stoped to feed probably at the end of this stage, but did not become prepupa, and 
died after two months 5th instar stage. It is presumed that this larva did not have an ability 
to pupate. Phellodendron amurense WaS used as its larval food. 

The hybrid larva was intermediate between the parental species from its 1st to 4th instar. 
The 5th instar larva resembled maackii very closely, although zauthus characters were seen in a 
few pointSs. 
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